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一般社団法人 日本放射線看護学会 

ニュースレター 第 8 号 

2021 年 9 月 30 日 発刊 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

日本放射線看護学会では、広報誌として「ニ

ュースレター」を発行しております。 

このニュースレターは、本学会の活動を会

員の皆様にお伝えするとともに、会員の看護

実践能力の向上、および「放射線看護」の発

展に役立つ情報を、幅広く提供していきたい

と考えております。 
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1．理事長からメッセージ 

一般社団法人日本放射線看護学会 

理事長 草間朋子 

 

  昨年(2020 年)早々から猛威を振るい始

めた COVID-19 は拡大の一途をたどり、収束

が見通せないまま、2 年が経とうとしていま

す。看護職をはじめとした医療従事者のみな

さまの献身的な活動に心から感謝申し上げま

す。 

 放射線看護学会は、馴染みが無い、ヒトの

五感で直接，存在が分からない等の理由で

人々の不安の的となっている放射線と向き合

い、被ばくする全ての人々の安全・安心の確

保に寄与することを目指して活動しておりま

す。 

 放射線防護・安全は、線源管理、環境管理

そして作業（行動）管理の３つの管理を徹底

することにより、全ての人々の被ばくを厳重

にコントロールしています。線源（放射線の

発生源）管理が基本で，さまざまな方策を講

じて線源をコントロールすることにより人々

の無用な被ばくを避けることができます。放

射線は微量でも測定することができるという

武器があり、就労環境や一般環境のモニタリ

ングなどを徹底すること（環境管理）により

線源がコントロールされていることを確認す

ることができます。その上でさらに，人 （々職

業人や一般の人々）の行動のコントロールを

通して放射線防護・安全が達成される仕組み

となっています。 

 多くの人々を不安に陥れている新型コロナ

ウィルスに関しては、簡便で実用的なモニタ

リングなどの「環境管理」の方策がない中で

「線源管理」に失敗し、制禦不能な状態に陥

ってしまいました。今や、COVID-19 の拡大

を制禦するためには、人々の「行動管理」を

徹底する以外にない状況となっております。

緊急事態宣言が出され，「3 密：密閉・密集、

密接」を避けるよう繰り返しいわれておりま

すが，「自粛」（行動管理）が徹底しないのが

現状です。多くの人々が COVID−19 を自分

事として捉えていない現状を考えると，自粛

に頼った「行動管理」は限界であり、諸外国

で採られたロックダウン等の強制力を利用し

た「行動管理」が必要ではないかと思ってい

ます． 

 COVID-19 の収束、収束後に向けた一次予

防（ワクチン開発など）、二次予防（モニタリ

ングシステムの構築など）、三次予防（治療薬

の開発など）が、喫緊の課題であることはい
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うまでもありません。 

 COVID-19 の感染拡大を目の当たりに，放

射線利用に当たっての放射線防護・安全の基

本である「線源管理」（事故を起こさないこと

も含めて）、「環境管理」に対する、なお一層

の努力の必要性と科学的な情報を分かりやす

く提供していくことの重要性を改めて認識し

ております。 

 国際放射線防護委員会（ICRP）が 1928 年

に設置されてまもなく 100 年を迎えます。放

射線防護・安全には、長い経験の中で、科学

的な思考と社会・時代のニーズを基盤として

築かれた「科学的エビデンス」が蓄積されて

おります。 

 放射線利用は、COVID-19 とは異なり人々

に多くのメリットをもたらしますが、不安を

抱く人々も大勢おります。放射線防護・安全

に関する「科学的エビデンス」と、不安を抱

く人々の「こころ」を繋ぎ、放射線利用の推

進に寄与していくことが放射線看護、放射線

看護学会の役割だと思っています。 

 

 

2．トピックス 

放射線業務(診療)従事者としての看護師に 

対する【教育・訓練】および【研修】 

東京医療保健大学立川看護学部 

看護基盤学 講師 堀田昇吾 

 

みなさんは、各職場で実施されている放射

線に関する研修へ参加された方はいらっしゃ

るでしょうか？毎年受講している人、1 度だ

け受講したことがある人、全く参加したこと

がない人など様々だと思います。 

現場で活動しておられる看護師のみなさん

に対する教育・訓練は、 RI 規制法（放射性同

位元素等の規制に関する法律）、労働安全衛生

法(電離放射線障害防止規則)、医療法施行規

則で義務付けられております。放射線業務(診

療)従事者（注１）に対する、RI 規制法等(2018

年４月から施行)の「教育・訓練」と医療法施

行規則（2020 年４月から施行）の「研修」が

改正されましたので紹介させていただきます。 

RI 規制法は、従来の放射線障害防止法(障防

法)です。放射線業務従事者は、表１に示す「教

育・訓練」の内容を初めて放射線業務を行な

う際と、年 1 回定期的に受けなければなりま

せん。初めての「教育・訓練」は、表 1 に示

す時間数も規定されています。このように教

育内容、時間数も決まっていると、教育が徹

底されているように感じるかもしれませんが、

教育項目や時間数が細かく決まっていると、

病院の特徴に合わせた教育・訓練が実施でき

ないことが問題視されていました。今回の改

正では、障防法の教育・訓練に比べて、項目・

時間数が減り、施設の特徴に合わせた教育・

訓練が行いやすいようになりました。RI 規制

法等に明記された教育項目・時間数は、必要

最低限のものです。表 1 にあげた教育・訓練

に加えて各施設で使用している放射線機器や

放射性医薬品に対応した教育・訓練を通して、

被ばく低減に必要な防護方策を自らも積極的

に講じていくことが必要です。 

放射線業務従事者に対する、「教育・訓練」

は、「被ばく線量のモニタリング」「電離健診」

と並ぶ、看護師自身の放射線防護・安全のた

めに不可欠な項目です。 

 

表 1 RI 規制法の教育内容 

項目 時間数 

人体に与える影響 30 分以上 

安全取扱い 1 時間以上 

法令及び放射線障害予防規程 30 分以上 

 

医療法施行規則の改正に伴い、今まで医療

法施行規則では規定がなかった「研修」が「医
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師、診療放射線技師等」（看護師も放射線診療

従事者ですが、「等」とされ看護師と明記され

ていない）に義務づけられました。上述の RI

規制法の「教育・訓練」は、職業被ばく（看

護師）の放射線防護、安全を目的としたもの

であるのに対して、医療法施行規則の研修目

的は「放射線診療に従事する者に対する診療

用放射線の安全利用のための研修」とされ、

表２に示す研修内容が示されており「医療被

ばく」の適正化を図るための研修であること

が特徴です。看護師は、放射線診療における

患者のアドボケイターとしての役割を果たす

必要があると考えています。したがって、医

療法施行規則の「研修」にも看護師は積極的

に参加していく必要があると考えています。 

 

表 2 研修内容 

教育項目 

放射線診療の正当化に関する事項  

患者の医療被ばくの防護の最適化に関する

事項  

放射線の過剰被ばくその他の放射線診療に

関する事例発生時の対応等に関する事項 

患者への情報提供に関する事項  

2018 年、2019 年に法令が改正されたこと

をきっかけに、看護職に対する「教育・訓練」

「研修」を効果的にすすめていくために、日

本放射線技術学会と連携・協働して 2020 年

度から広報・渉外委員会で検討を進めており

ます。 

注 1: 

誰を放射線診療(業務)従事者とするかは施設が判

断しています。日本放射線看護学会では、看護職

の誰を放射線業務従事者とするかについてガイ

ドラインを作成していますので、ぜひご覧くださ

い（http://www.rnsj.jp/wp-content/uploads/RNS

_guidelines.pdf）。 

 

 

3．各委員会からのお知らせ 

1) 学術推進委員会 

≪委員会概要≫ 

学術推進委員会は一般社団法人日本放射線

看護学会の学術推進を目的とした活動を行っ

ています。具体的には関連学会及び団体との

連携強化に関する活動、ならびに学会および

学術集会の活性化・学術推進活動を行ってい

ます。  

≪委員≫ 

委員長 ：野戸結花 

副委員長：西沢義子 

委 員 ：太田勝正、小山内暢、堀田昇吾 

≪活動内容≫ 

2021 年度は下記の活動を行っています。  

(1) 学会および学術集会の活性化・学術推進

活動  

第 10 回学術集会において、下記の２つの交

流集会を開催します。 

●交流集会 6： 

放射線看護モデルシラバスの活用に向けて

−モデル授業その 2 放射線看護−  

日時：9 月 19 日（日）9：00～10：30 

概要：2019 年に公開した放射線看護モデルシラ

バス（1 単位版、2 コマ版）の活用を促進する

目的で、昨年に引き続き、看護職による「放

射線治療を受ける患者の看護」に関するモデ

ル授業をご紹介します。参加された方々との

ディスカッションを通し、効果的な放射線看

護教育について考えていきます。 

●交流集会 8：  

放射線看護高度看護実践者による放射線リ

スクコミュニケーションとは 

日時：9 月 19 日（日）10：30～12：00 

概要：リスクコミュニケーション学を専門と

する講師を迎え、「リスクコミュニケーショ

ン」の解説と事例について紹介して頂きます。

さらに、放射線看護高度看護実践者を教育す

る教育課程（大学院）の修了生３名に、放射

http://www.rnsj.jp/wp-content/uploads/RNS_guidelines.pdf
http://www.rnsj.jp/wp-content/uploads/RNS_guidelines.pdf
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線リスクコミュニケーションの実践活動や

課題、今後の展望等について発表してもらい

ます。 

(2) 「看護職のための眼の水晶体の放射線防

護ガイドライン」普及のための調査 

ガイドライン普及のための検討材料、なら

びに今後の調査研究のための基礎資料とす

る目的で、会員のみなさま方を対象とした

web 調査を実施予定です。 

(3)放射線看護専門看護師（仮）の活動支援 

放射線看護高度看護実践者を教育する教

育課程（大学院）の修了生のネットワーク構

築支援として、放射線看護キャリア開発グル

ープを設立しました。今年度はオンライン会

議を開催し、積極的な情報交換を行っていき

ます。また、上記交流集会 8 は、この活動支

援の一部です。 

WG 構成員： 弘前大学：野戸結花（リーダー）、

長崎大学：新川哲子、鹿児島大学：松成裕子 

 

2) 編集委員会  

≪委員会概要≫ 

編集委員会は、学会誌の編集と発行を行い、

主に学会員皆様の論文投稿から論文掲載まで

の期間に関わります。また、この一連の作業

が円滑に進むように編集システムの環境を整

えています。 

≪委員≫ 

委員長 ：吉田浩二 

副委員長：北宮千秋 

委 員 ：大石景子、佐藤美佳、沼口香織、 

堀裕子、三森寧子 

≪活動内容≫ 

学術誌第 9 巻 1 号を 6 月に発刊することが

出来ました。現在は第 9 巻 2 号（2021 年 12

月発刊予定）の編集作業に取り組んでいます。 

学会員の皆様へ、以下のご報告があります。 

(1) 随時投稿、随時査読、随時掲載のシステ

ムが整いましたので、論文採択後には J-

stage にて早期公開されることになりました。  

(2) 年に 1 回、優秀論文賞を発表し、学術集

会にて優秀論文賞受賞者の表彰式と講演会

を行うことになりました。 

(3) 2020 年度優秀論文賞の受賞者と論文タイ

トルおよび概要は次の通りです。 

受賞者：大屋富彦先生（中部大学 生命健康科

学部 保健看護学科） 

論文タイトル：プロジェクションマッピング

を利用した看護職者への放射線防護教育 

論文掲載情報：原著論文 日本放射線看護学

会誌．8(1)：3-10．2020． 

http://www.rnsj.jp/web/journal/0801/pdf/8-

1_3.pdf 

論文概要：移動型エックス線撮影装置による

胸腹部単純撮影の際の散乱放射線をプロジェ

クションマッピング技術を用いて可視化し、

その教材を活用した教育の効果や放射線学習

への動機づけの効果を示した。 

編集委員会は、皆様の研究成果や情報、放

射線看護の実践を一早く発信し、社会に貢献

できる学会誌を目指していきます。引き続き、

どうぞよろしくお願い致します。 

  

3) 広報・渉外委員会  

≪委員会概要≫  

広報・渉外委員会は、日本放射線看護学会

の活動を会員の皆様や社会にお知らせし、関

連する様々な学術団体等と連携・協働をはか

る活動を行っております。 

≪委員≫ 

委員長 ：作田裕美 

副委員長：桜井礼子 

委 員 ：堀田昇吾、新井龍、上野寿子 

≪活動内容≫  

2021 年度は下記の活動を行っています。 

(1) 広報誌（ニュースレター）の発行（年 2 回

発行） 
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会員の皆様にとって有用となる記事とし

たいため、ホームページの“お問い合わせ”か

ら皆様のご要望・ご意見をお聞かせください。 

(2) 学会ホームページの管理・更新 

英語版ホームページの更新を計画してい

ます。ホームページ掲載内容を充実し、タイ

ムリーな情報提供に努めていきます。 

(3) 日本放射線技術学会との協定にそった学

術協力の推進 

第 10 回学術集会において、日本放射線技

術学会との共同企画講演会を開催いたしま

す。 

日時：9 月 19 日（日）13:00～14:00 

テーマ：放射線業務従事者の現任教育の充実

に向けて 

講演演者： 

松原孝祐先生（日本放射線技術学会 放射線

防護部会長／金沢大学教授） 

草間朋子先生（日本放射線看護学会 理事長

／東京医療保健大学名誉教授） 

 

4) 国際交流委員会  

≪概要≫ 

 委員会は 2015 年に発足し、放射線看護学

に関わる国内外の動向把握と学会員への情報

提供、国内外の関連学術団体との連絡・協力、

本学会活動の国際的な情報発信の支援等の活

動を行っています。 

≪委員≫ 

委員長 :小西恵美子   

副委員長:八代利香 

委  員 :後藤あや、生田優子、加藤知子、山

口拓允 

≪委員自己紹介≫ 

 今期から新メンバーを迎えましたので、委

員の自己紹介をさせて頂きます。まず若手か

ら: 

 

＜加藤知子委員＞  

国際交流委員として活動する機会をいただ

きましたことに感謝申し上げます。私は東京

医療保健大学にて助産教育に関わりながら看

護職の放射線防護のあり方、母子の放射線防

護についての研究に取り組んでおります。日

本の放射線防護に関わる現行法令では、生殖

可能年齢にある女性の放射線作業者（放射線

診療従事者）に対して、法制度を規定する際

の規範としてきた ICRP 勧告とは異なる日本

独自の女性の線量限度（5ｍSv/ 3 カ月）を設

定して母性保護を重視しています。国際交流

委員として、女性に関わる放射線防護の取り

組みや日本の放射線看護に関する活動を世界

に発信し、本学会の更なる国際的な発展のた

めに微力ではございますが精一杯力を尽くし

ていきたいと思いますので、ご支援のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

＜山口拓允委員＞ 

今期より、国際交流委員を拝命しました山

口拓允と申します。私は現在、公益財団法人

原子力安全研究協会放射線災害医療研究所に

て、原子力災害時のオンサイト医療体制整備

や県民健康調査甲状腺検査に係るこころのサ

ポート、原子力発電所立地・近傍地域におけ

る原子力災害基礎研修、福島県内外における

リスクコミュニケーション活動等を実施して

いるところです。今後、放射線看護分野の人

材育成はもとより、万が一原子力災害が国内

外で発生した際の知見となり得るデータの収

集と公表を、今後も継続して実施していくと

ともに、国際交流委員として、国内に向けた

発信のみならず国際的な発信においても力を

入れていくことができればと考えております。

若輩者ではありますが、いただいた役を全う

できるように尽力したいと思います。何卒ご

指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたし

ます。 
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＜生田優子委員＞ 

日本原子力研究開発機構原子力人材育成セ

ンターの生田と申します。国内外の技術者等

を対象とした研修で、放射線の生物・人体影

響の講師をしております。講師業務以外では、

タイ、ベトナムにおいて、放射線防護、放射

線緊急時対応等研修コースの立ち上げ、東日

本大震災後は一般の方々との対話活動に携わ

って参りました。また、産官学 83 の参加機関

からなる原子力人材育成ネットワークの事務

局を務めておりまして、原子力分野の高等教

育、人材の国際化にかかる課題に取り組むべ

く、各種会合の開催、研修コースやウェビナ

ー等の企画運営、ホームページによる情報発

信等を行っています。看護の分野につきまし

ては大変不勉強なところ、皆様にご教示賜り

つつ、一年頑張ります。どうぞよろしくお願

い致します。 

＜後藤あや委員＞ 

本学会に初めて参加して間もなく、この委

員会にお誘いいただきました。山形大学卒業

後、産婦人科の初期研修を経て、ハーバード

公衆衛生大学院で公衆衛生修士を、山形大学

大学院で医学博士を取得しました。その後

2000-2001 年に 11 か月間、米国ポピュレーシ

ョンカウンシルからの派遣で、ベトちゃんド

クちゃんのいたツーヅー病院で疫学や統計を

教える研修を実施しました。この研修は今も

続けています。2002-2016 年に福島県立医科

大学公衆衛生学講座に所属していた途中、

2012-2013 年に再びハーバード公衆衛生大学

院にて武見フェローとして研究に従事しまし

た。現在は同大学総合科学教育研究センター

に所属しています。原発事故前からの主な研

究のテーマは家族計画や育児支援で、最近で

は英国ランカスター大学と共同で子ども対象

の参加型健康教育を展開しています。原発事

故後は人材育成活動としてヘルスリテラシー

研修を実施しており、また、福島県県民健康

調査「妊産婦に関する調査」の副室長を務め

ています。これまでの国内外での経験を生か

した活動ができればと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

＜八代利香副委員長＞  

本学会立ち上げの 2012 年以来の学会員で、

学会法人化後は 2019 年までの 7 年間、理事

として編集委員長などを務めさせて頂きまし

た。今回、国際交流委員会の副委員長として

ご指名いただき、身の引き締まる思いです。 

私は大分県立看護科学大学在籍中から現在に

至るまで、国際看護学に関する教育と研究に

携わってきました。鹿児島大学に着任した

2007 年からは、海外講師を招いた国際フォー

ラムや海外協定校との学術交流の企画、さら

に 2018 年度からは、医学部の「大学の世界展

開力強化事業」の責任者として、米国と韓国

の 大 学 と の COIL （ Collaborative Online 

International Learning）プログラムを企画・

運営しています。 

これまでの経験を活かして、学会の発展のた

めに、精一杯尽力したいと思っております。

会員の皆さまのご支援を何卒よろしくお願い

申し上げます。 

＜小西恵美子委員長＞ 

 東大医学部衛生看護学科の出身です。卒業

後は放射線健康管理の実務と研究に長く携わ

りました。その間に、看護師が放射線を過度

に怖がるために医療実践に支障が生じている

実態を知り、研究室の同僚と、ポ-タブル X 線

装置による実習を取り入れた放射線看護研修

を始めました。その頃から私も看護師になり

たくなり、以来、看護の道を歩んでいます。

東大病院で実施していた放射線看護研修は、

私が看護師になった後は放医研の放射線看護

課程に引き継がれ、充実した教育が継続され

ています。 
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本学会は 2011 年の原子力事故を契機に設

立され、私は初代理事長として学会の基礎固

めに関わった後、現在は当委員会の委員長を

つとめています。医療は社会との接点です。

原子力事故以後さらに強まった放射線に対す

る人々の負の反応を目の当たりにするにつけ、

医療専門職が人々の不安に真摯に向き合わな

くてはいけないと痛感しています。先日、今

期当委員会の全メンバーがリモートで集まり、

第一回の会議をしました。その時の各メンバ

ーの自己紹介がとても刺激的でしたので、今

号はその再録の意味をこめて紙上自己紹介と

させて頂きました。若い力に大いに期待する

とともに、前期までの委員として共に歩んで

下さった別所遊子さんと福島芳子さんに、心

から感謝いたします。 

 

【編集後記】 

次回発刊は、2022 年 3 月を予定しており

ます。 

皆様からのご意見や情報提供、トピックス

記事へのご要望など、お寄せくださいませ。 

 

広報・渉外委員会 

作田、桜井、堀田、上野、新井 


